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　　もうひとつの近代建築  −− 建築史の語らない設計へのヒント　

Vol.8　建築のゲノムとブルノの機能主義
三谷 克人（ 建築家、ウィーン在住 ）
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正史が考慮外とするブルノ

　チェコの東部、モラビア地方の首都ブルノ。
ミースのトゥーゲントハット邸で知られている
が、１９２０ｰ３０年代のこの街に出現した一連
のプリモダンの建築が、「ブルノの機能主義」
として国際的な注目を浴びたことは、もう忘
れ去られたようだ。
　外見的に派手ではないし、新しい工法の投
入も控えめだから、当時の近代建築の仕掛
け人たちには、物足りなかったのかもしれな
い。あるいは、東側陣営のそれも地方都市
の出来事だとして、考慮の対象から外したの
だろうか。この時代の中欧に関して、歴史は
なぜかバウハウスばかりを語る。時は下り、
新しい仕掛け人たるフランプトンが、モダン
を見直す過程でブルノを再発見したのも、歴
史というものの恣意性が窺えて、興味深い

（「近代建築、その批判的歴史」、Ｋ.フランプ
トン著１９８０年）。

文化圏とそのゲノム、そして建築

　筆者がブルノを初めて訪ねたのは、２０年
ほど前のことだった。中欧を東西に引き裂い
た鉄のカーテンから５０㎞。この街にはまだ
開発の波も押し寄せず、いまだに共産主義
に守られているかのようにひっそりと、当時
のままの姿で眠っていた。剥げた漆喰を補っ
てペンキを塗り替えれば、機能主義建築のテ
ーマパークとして通用する。シティー・スケ
ープが、ウィーンに慣れた眼に驚くほど優し
い。建物が同じ建築言語を語っているのに気
付く。街の雰囲気は文化そのものなのだ。
ブルノのプレ・モダンは、ウィーンで不文律
だった約束事を守ると同時に、チェコ風に直
裁で粋なディテールに満ちている。
　「ゲノム」、という言葉が思い浮かんだ。ウ
ィーンの新建築運動は消滅したのではない！ 
ウィーンの文化圏に属した隣町ブルノに自然
に受け継がれ、独自の機能主義の生成に供
したのだった。
　それは装飾を、「剥ぎ取る」のではなく、

煮詰めて「昇華」したものをエッセンスとする、
もうひとつの近代建築なのである。

チェコの東西の温度差

　建築は、一般の歴史と無関係では有り得
ない。ブルノのより良い理解のために、お話
しておこう。
　プラハに城を構えたボヘミアとブルノに居
を構えたモラビアは、領主の異なる別の国だ
った。西のボヘミアは三方を山地とゲルマン
諸部族に包囲され、スラブとしての対抗意識
が強かったが、東のモラビアは他民族の領地
となだらかに連続し、共存を選択した。プラ
ハはパリをお手本としたが、ブルノではウィ
ーンのユーゲント・シュティル が 展 開し、
１９１０年代にプラハの建築家が「キュビズム」
を唱え、チェコの独創性を主張したのもこれ
と無関係ではない。
　また、プラハで建築アカデミーを率いてい
たヤン・コテラ（奇しくもブルノ出身）は、ゲ
ルマンの建築家オットー・ワグナーの弟子で
あるという理由から、不遇に処された。弟子
たちが、古臭いスラブの色眼鏡ではなく、
近代を担おうとするブルノに惹かれても、不
思議はなかった。

内実化されたウィーンの建築ゲノム

　当時「ウィーンの文化圏に在る」とは、どう
いうことだったのだろう。それは、世界的な
都市で学び文化の薫陶を受けるチャンスのみ
ならず、社会として、その文化的感受性を共
有することでもあった。建築に関していえば、
ウィーンの近代建築のディスクール、つまり、
ゼムパーの語った機能概念にウィーンの感受
性を加味した思考が、ブルノの建築家たちに
出発点として共有されていたのである。断っ
ておくが、それはウィーン一辺倒を意味しな
い。ブルノでもそして一昔前の日本でも、次
を目指す者たちは、旅による自己啓発を怠ら
なかった。何にも増して、オランダの動向に
注目していた。

　もうひとつ、ブルノ出身のアドルフ・ロー
スの存在が大きい。半生を因習と戦った、ウ
ィーン建築の「生きゲノム」とでも呼ぶべき彼
は、特有の毒舌と非凡な発想でもって後進を
叱咤激励した。自身の講演は勿論、その存
在感でグロピウスやコルビュジエも同時に登
壇し、当時のブルノはまさに近代建築のメッ
カだった。

社会に供すべき近代建築

　共和国の新しい行政区の首都となったブル
ノは、民主的で先進的な行政システムと、そ
れを支えるモダンなインフラの整備に取りか
かる。新しい建築によって、人々の生活を具
体的に改善し、街区に新風を吹き込んで帝
政のすす払いを進めた。けだし、１９２０年代

（大正後期！）とはそういう時代だったのだ。
建築が社会の改善を担う道具であること、社
会がそれを求めたし、建築家もそれを信じる
ことができた。
　こうして、ウィーンのゲノムを身に付けた、
ブルノとプラハの建築家たちの実践がはじま

る。彼らが共有していたのは、ウィーンの建
築作法、つまり、過去から伝わる建築的価値
の尊重、新旧アンサンブルへの心配り、そし
て素材と造形を熟考から生まれるディテー
ル、この3点だった。
　さてこのあたりで具体的に、作品に「ブル
ノの機能主義」をフォローすべきだが、本稿
では適わない。参照すべき日本語の書籍も
ない。とりあえず、その代表作いくつかご紹
介させていただく。

実践的なブルノのプリ・モダン

　まず最初は、中心的存在の建築家ボフス
ラフ・フックス（Ｂｏｈｕｓｌａｖ Ｆｕｃｈｓ， １８９５－
１９７２）の、「アビオン・ホテル（１９２８）。旧
市街の巾８，８５ｍ奥行き３４ｍの敷地に、地上
９階に亙ってカフェとホテルの空間が極限的
に展開される。ダイナミックな空間の上方へ
の吸引力は、驚嘆ものだ。もうひとつ、彼
の瀟洒なメッセ・パビリオン（１９２８）も捨て
難い。その彼がアーノシュト・ヴィーズナー（Ａ
ｒｎｏｓｔ Ｗｉｅｓｎｅｒ， １８９０ー １９７１）と共に手が

けたのが、中央広場にある「モラビア銀行」
（１９３０）で、端正なカーテンウォールのファ
サードと、時代の先端をゆくインテリアが「う
っそー！」を誘発する。
　ヴィーズナーの代表作は、モニュメンタル
で彼岸性が印象的な、市営墓地の「火葬告
別場」（１９３０）。高い造形力だ。ここにはロ
ースが小遣い稼ぎした、墓も残っている。彼
にはまた、下が映画館で上が集合住宅の「モ
ラビア・パレス」があり、施主には最大限の
敷地利用、市当局にはランドマーク、住民に
は全室採光を供給。まさにプロ、の仕事だ。
　彼らが一丸となって設計したのが「ブルノ・
メッセ」（１９２８）、ブルノの最盛期を偲ばせる
等々、驚きは絶えないが、フリークの方々の
ためにリンクを載せておく（キャプション参
照）。

　ヨーロッパの辺境モラビア地方。その質の
高さに驚くが、じつはもっと驚いたことがあ
る。ブルノの東に都市計画の常識を嘲笑うよ
うな、機能主義一辺倒の町がある。次回は
それについてお話しよう。（続く）①ブルノ・メッセ（１９２６－２８）、会場俯瞰（筆者撮影）
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